
特
集
・
都
市
と
子
ど
も

は
じ
め
に

塾
の
実
態

通
塾
の
実
態

通
塾
の
志
向
変
換

父
母
負
担
の
子
ど
も
の
教
育
費

が
、
市
立
小
・
中
・
高
等
学
校
一
〇
三
校
、
児
童

・
生
徒
七
、
五
九
三
名
を
対
象
に
実
施
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
現
今
の
教
育
に
お
け
る
基
礎

学
力
の
低
下
も
し
く
は
停
滞
に
つ
い
て
、
主
と

し
て
、
「
読
み
・
書
き
・
計
算
」
な
ど
の
言
語

や
数
量
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態

を
さ
ぐ
る
こ
と
と
、
学
習
主
体
者
（
児
童
・
生

徒
）
の
教
科
学
習
に
対
す
る
関
心
・
意
欲
・
努

力
あ
る
い
は
、
目
的
意
識
な
ど
、
心
の
動
き
や

態
度
に
つ
い
て
、
学
力
の
到
達
度
と
の
関
連
を

み
た
も
の
で
あ
る
。

◇
母
親
の
考
え
る
子
ど
も
の
教
育

　
昭
和
五
十
一
年
七
月
、
太
陽
神
戸
銀
行
が
、

首
都
圏
、
京
阪
神
圏
に
在
住
の
、
小
・
中
学
生

を
も
つ
母
親
一
、
二
三
〇
人
を
対
象
に
、
子
ど

も
の
教
育
問
題
や
教
育
費
に
つ
い
て
調
査
し
た
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近
年
、
「
乱
塾
時
代
」
に
表
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
学
歴
社
会
と
高
学
歴
志
向
、
教
育
過
熱
と

進
学
競
争
、
受
験
体
制
と
教
育
制
度
・
入
試
制

度
の
矛
盾
な
ど
、
現
今
の
教
育
に
対
す
る
批
判

や
、
そ
の
改
善
を
求
め
る
論
議
が
に
わ
か
に
高

ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
を
め
ぐ
る
社
会
の
動
向
に

対
処
し
て
、
本
市
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
五

十
二
年
五
月
に
、
横
浜
市
立
小
・
中
学
校
（
三

五
六
校
）
に
在
学
し
て
い
る
全
児
童
・
生
徒
三

五
七
、
九
六
六
人
（
小
学
生
二
六
〇
、
六
六
九

人
、
中
学
生
九
七
、
二
九
七
人
）
を
対
象
に
。

学
校
外
学
習
＝
い
わ
ゆ
る
学
習
塾
な
ど
の
通
塾

状
況
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
い
、
同
年
十
月

訓
査
結
果
の
概
要
を
「
中
間
ま
と
め
」
と
し
て

発
表
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
本
市
立
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
学
校
外
学
習
、
つ
ま
り
、
学
習
塾
、
お
け
い

こ
塾
、
ス
ポ
ー
ツ
塾
な
ど
の
拠
通
い
の
実
態
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
、
通
塾
の
状
況
や
、
そ
れ

に
対
す
る
児
童
・
生
徒
の
志
向
性
な
ど
を
事
実

資
料
と
し
て
収
集
し
、
現
状
に
つ
い
て
の
理
解

や
認
識
を
深
め
る
と
共
に
、
学
校
教
育
に
お
け

る
今
後
の
課
題
や
問
題
点
を
把
握
し
。
そ
の
対

応
策
を
さ
ぐ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、

　
・
各
種
塾
の
通
塾
者
数
と
週
当
り
の
通
塾
回
数

　
・
現
在
学
習
拠
に
通
塾
し
て
い
な
い
児
童
・

　
　
生
徒
の
今
後
の
志
向
性

　
・
学
習
塾
の
選
択
状
況

　
・
学
習
塾
へ
の
通
塾
所
要
時
間

　
・
学
習
・
お
け
い
こ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
通
塾
経
歴

等
に
つ
い
て
、
学
年
進
行
に
伴
う
通
塾
傾
向
、

同
学
年
時
期
に
お
け
る
通
塾
傾
向
の
変
化
・
差

異
、
塾
選
択
の
志
向
変
換
な
ど
を
、
調
査
・
分

析
の
視
点
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
個
人
に
つ
い

て
回
答
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
こ
の
調
査
結
果
を
中
心
に
、
「
子
ど

も
の
塾
通
い
」
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
の
解
説

を
進
め
た
い
。
な
お
、
参
考
資
料
と
し
て
、
次

に
示
す
調
査
結
果
を
引
用
し
て
、
そ
の
補
説
を

す
る
こ
と
に
し
た
。

◇
基
礎
学
力
調
査
（
国
語
、
算
数
・
数
学
）

◇
教
科
学
習
に
関
す
る
子
ど
も
の
意
識
調
査

　
昭
和
五
十
三
年
二
月
、
本
市
教
育
セ
ン
タ
ー

横
紙
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
塾
通
い
の
実
態

一二三四五

は
じ
め
に

一



も
の
で
あ
る
。

◇
子
ど
も
の
教
育
費
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
二
年
一
月
、
東
海
銀
行
が
、
東
京

大
阪
、
名
古
屋
の
三
大
都
市
に
在
住
の
、
四
才

か
ら
一
八
才
（
幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生
）
ま
で

の
子
ど
も
を
も
っ
て
い
る
母
親
一
、
五
九
一
人

を
対
象
に
、
主
と
し
て
、
父
母
負
担
の
子
ど
も

の
教
育
費
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

塾
の
実
態

　
本
市
内
に
、
学
習
・
お
け
い
こ
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
各
種
塾
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
み
る
た

め
に
、
昭
和
五
十
一
年
十
月
現
在
の
職
業
別
電

話
帳
を
引
い
て
、
そ
の
実
数
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
性
格
や
規
模
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

も
の
だ
け
で
、

　
学
習
塾
＝
二
八
七
、
お
け
い
こ
塾
＝
一
七
二

　
ス
ポ
ー
ツ
塾
＝
二
一
、
合
計
＝
四
八
〇

と
い
う
数
字
が
で
た
。
（
表
―
１
）

●
学
習
塾

　
「
学
習
塾
」
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
学
習
す

る
内
容
や
指
導
方
法
な
ど
に
よ
っ
て
、
特
別
な

表－1　行政区別学習塾

場
合
を
除
い
て
、
次
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

　
　
・
補
習
塾
…
学
校
で
の
学
習
を
補
充
す
る

　
　
・
促
進
塾
…
現
在
の
学
習
を
促
進
す
る

　
　
・
進
学
塾
…
受
験
に
強
く
な
る
訓
練
を
行
う

ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
小
学
生
と
中
学
生

の
両
方
を
受
入
れ
る
機
能
を
も
っ
て
お
り
、

　
補
習
塾
＝
四
三
、
促
進
塾
＝
一
二
四

　
進
学
塾
＝
二
一
〇
、
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
学
習
塾
の
多
い
行
政
区
は
、
鶴
見
（
三

五
）
、
戸
塚
（
二
六
）
、
神
奈
川
・
旭
・
港
北

　
（
二
四
）
で
あ
り
、
少
な
い
の
は
、
瀬
谷
（
一

　
一
）
、
西
・
保
土
ヶ
谷
（
一
五
）
で
あ
る
。

●
お
け
い
こ
塾

　
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ギ
タ
ー
な
ど
の

　
「
音
楽
塾
」
が
、
八
四
で
、
中
（
一
一
）
、
西

　
（
一
〇
）
の
両
区
に
多
い
。

　
　
「
そ
ろ
ば
ん
塾
」
は
、
五
二
あ
っ
て
、
鶴
見

　
（
一
〇
）
が
最
も
多
く
、
港
北
・
瀬
谷
の
両
区

に
は
、
電
話
帳
に
登
録
さ
れ
た
塾
は
皆
無
で
あ

っ
た
。

　
「
絵
画
塾
」
は
、
一
四
で
、
他
と
比
べ
て
、

ぐ
っ
と
数
が
少
な
い
。

　
「
習
字
塾
」
は
、
二
二
あ
っ
て
、
南
（
五
）

港
北
（
四
）
が
目
立
つ
。

●
ス
ポ
ー
ツ
塾

　
　
「
柔
・
剣
道
塾
」
が
、
一
八
で
、
神
奈
川

　
（
四
）
、
南
（
三
）
と
い
う
数
字
で
あ
る
。

　
「
水
泳
塾
」
は
、
三
で
あ
っ
て
、
西
・
南
・

緑
の
三
区
を
除
い
て
、
他
の
一
一
区
が
ゼ
ロ
と

い
う
数
字
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
そ
の
一
年
後
の
状
況
（
昭
和
五
十
二

年
十
月
現
在
の
職
業
別
電
話
帳
に
よ
る
）
を
み

る
と
、

　
・
学
習
塾
　
　
　
三
二
三
（
三
六
増
）

　
・
お
け
い
こ
塾
　
一
四
五
（
二
七
減
）

　
・
ス
ポ
ー
ツ
塾
　
　
二
六
（
　
五
増
）

で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
、
学
習
塾
は
花
盛
り
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
「
学
習
塾
」
に
つ
い
て
、
各
行
政
区

の
状
況
を
み
る
と
、
表
―
１
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
以
上
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
。
都
心
部
の
中
区
、

開
発
が
進
む
北
部
の
港
北
・
緑
の
両
区
、
南
部

の
戸
塚
区
に
、
学
習
塾
の
進
出
が
目
立
つ
。

　
な
お
、
新
設
さ
れ
た
学
習
塾
の
ほ
と
ん
ど

は
、
い
わ
ゆ
る
大
手
学
習
塾
の
分
校
？
で
あ
っ

て
、
今
後
ま
す
ま
す
、
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ー
ン

組
織
の
大
型
学
習
塾
が
増
加
す
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
施
設
・
設
備
や
指
導
者
の
確
保
な
ど

の
質
的
な
面
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
の
充
実
が

み
ら
れ
る
。

通
塾
の
実
態

佃
学
習
塾
へ
の
通
塾
実
態

　
本
市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
学
習

塾
へ
の
通
塾
状
況
を
み
る
と
、
表
―
２
の
よ
う

に
、
男
子
の
通
塾
率
が
高
い
。
ま
た
、
先
般
、

文
部
省
が
実
施
し
た
調
査
結
果
と
比
較
し
て
、

小
・
中
学
生
共
に
、
約
三
％
ほ
ど
通
塾
率
が
高

い
。

　
ま
た
、
各
学
年
に
お
け
る
男
・
女
の
通
塾
状

況
を
み
る
と
、
小
学
生
の
場
合
、
小
学
校
三
・

四
年
で
学
習
塾
に
通
う
も
の
が
増
加
し
、
小
学

校
五
・
六
年
で
は
、
三
人
に
一
人
が
通
塾
し
て

い
る
。
中
学
生
に
お
い
て
は
、
学
年
間
に
通
塾

率
の
差
異
が
な
く
、
ほ
ぼ
二
人
に
一
人
の
割
合

で
通
塾
し
て
い
る
。

　
な
お
、
行
政
区
別
に
、
学
習
塾
へ
の
通
塾
状

況
を
み
る
と
、
表
―
３
の
と
お
り
で
あ
る
。
小

学
生
に
あ
っ
て
は
、
中
区
在
住
の
児
童
の
通
塾

率
が
最
も
高
く
、
戸
塚
・
瀬
谷
の
両
区
に
在
住

の
児
童
の
通
塾
率
が
最
も
低
い
。
ま
た
、
中
学

生
に
お
い
て
は
、
瀬
谷
区
在
住
の
生
徒
の
通
塾

率
が
最
も
高
く
、
南
区
在
住
の
生
徒
の
通
塾
率

が
最
も
低
い
。

　
学
習
塾
に
通
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
数
を
塾

数
で
割
っ
て
、
各
行
政
区
ご
と
の
一
塾
当
り
の

人
数
を
求
め
て
み
る
と
、
小
学
生
の
場
合
、
全

市
平
均
一
一
四
人
に
対
し
て
、
中
区
＝
五
八
人

32調査季報62―79.6

学
習
塾
へ
の
通
塾
実
態
と
意
識

三



表―2　横浜市における学習塾

　　　　への通塾状況　（％）
表－３　行政区別通塾

　　　　状況　（％）

表－4　学年別通塾傾向 （％）西
区
＝
六
六
人
で
あ
り
、
一
方
、
保
土
ヶ
谷
区

＝
一
七
四
人
、
磯
子
区
＝
一
六
〇
人
、
戸
塚
区

＝
一
四
三
人
で
あ
っ
て
、
中
・
西
の
両
区
に
お

い
て
は
、
学
習
塾
の
乱
立
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
中
学
生
の
場
合
は
、
全
市
平
均
一
二

○
人
に
対
し
て
、
中
区
＝
四
七
人
、
西
区
＝
八

六
人
、
一
方
、
保
土
ヶ
谷
区
＝
二
五
六
人
、
瀬

谷
区
＝
二
一
七
人
．
戸
塚
区
＝
一
七
二
人
で
あ

っ
て
、
都
心
部
に
あ
る
塾
の
受
入
れ
人
数
は
極

め
て
少
な
い
。

　
学
習
塾
の
特
性
を
、
補
習
塾
、
促
進
塾
、
進

学
塾
の
三
つ
に
大
別
し
て
、
小
学
校
三
年
以
上

の
児
童
生
徒
の
通
拠
状
況
を
み
る
と
．
次
の
と

お
り
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
小
学
生
　
　
　
中
学
生

補
習
塾
　
　
　
二
・
六
％
　
　
六
・
三
％

促
進
塾
　
　
　
六
・
ニ
％
　
一
九
・
四
％

進
学
塾
　
　
一
一
・
三
％
　
一
四
・
二
％

非
通
塾
　
　
七
九
・
九
％
　
六
〇
・
一
％

　
ま
た
、
各
学
年
段
階
に
お
け
る
学
習
塾
の
通

塾
傾
向
を
、
そ
の
全
体
比
と
し
て
示
す
と
、
表

―
４
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
般
に
、
学
年
が
進

む
に
従
っ
て
、
促
進
塾
の
通
塾
率
が
高
く
な

る
。
こ
れ
は
、
年
々
、
学
習
内
容
の
レ
ベ
ル
が

高
ま
る
こ
と
へ
の
対
応
と
み
ら
れ
る
。
進
学
塾

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
高
学
年
に
お
い
て
通
塾

率
が
急
速
に
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
中

学
校
へ
の
準
備
学
習
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
学
習
塾
に
通
う
の
に
要
す
る
時
間
を
み
る

と
、
往
路
片
道
で
、
二
〇
分
以
下
の
も
の
が
そ

の
ほ
と
ん
ど
で
、
一
部
を
除
い
て
、
自
宅
の
近

隣
に
あ
る
学
習
塾
に
通
塾
し
て
い
る
。
ま
た
、

週
当
り
の
通
塾
回
（
日
）
数
は
、
そ
の
大
半
が

二
、
三
回
（
日
）
で
あ
っ
た
。

　
家
庭
教
師
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
学
習
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
は
、
小
学
生
に
お
い
て
は
、
全

休
の
約
二
％
、
中
学
生
は
、
全
体
の
五
％
強
で

あ
っ
て
、
学
習
塾
に
通
塾
し
。
か
つ
家
庭
教
師

に
習
っ
て
い
る
も
の
は
、
小
学
生
で
は
全
体
の

〇
・
六
％
、
中
学
生
は
全
休
の
一
・
四
％
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
家
庭
教
師
を
つ
け
る
時
期
は
。
小

学
生
に
お
い
て
は
、
五
・
六
年
に
多
く
、
中
学

生
に
な
っ
て
か
ら
家
庭
教
師
に
つ
く
生
徒
も
多

い
。

　
な
お
、
学
習
塾
に
通
わ
な
い
で
、
家
庭
教
師

に
も
習
っ
て
い
な
い
も
の
は
。
小
学
生
で
は
全

休
の
八
四
・
〇
％
、
中
学
生
で
は
全
体
の
五
五

・
〇
％
で
あ
る
が
、
こ
の
中
、
「
こ
れ
か
ら
学

習
塾
に
通
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問

に
対
し
て
、
「
今
後
い
き
た
い
」
と
答
え
た
も

の
は
、
小
学
生
で
は
全
休
の
約
一
六
％
、
中
学

生
で
約
八
％
で
あ
っ
て
、
大
部
分
の
も
の
は
、

　
「
今
後
も
い
き
た
く
な
い
」
（
小
学
生
＝
二
六

　
・
五
％
、
中
学
生
＝
一
二
・
三
％
）
「
わ
か
ら

な
い
」
と
答
え
て
い
る
。

(
2
)
母
親
の
意
識
と
子
ど
も
の
意
識

　
子
ど
も
を
学
習
塾
に
い
か
せ
て
い
る
母
親

に
、
そ
の
理
由
を
挙
げ
て
も
ら
っ
た
結
果
（
東

海
銀
行
調
べ
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
小
低
　
小
高
　
中
学

　
　
　
　
　
　
　
　
学
年
　
学
年
　
生

現
状
で
は
不
安
　
　
五
八
　
五
八
　
五
六

子
ど
も
が
希
望
　
　
二
九
　
三
四
　
四
四

そ
の
他
　
　
　
　
　
一
二
　
　
八
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
は
％
）

　
子
ど
も
の
学
力
に
つ
い
て
の
不
安
を
挙
げ
て

い
る
の
が
過
半
数
に
達
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
進
学
（
最
終
学
校
）
に
つ
い
て
の

母
親
の
希
望
（
太
陽
神
戸
銀
行
調
べ
）
を
み
る

表－５　子どもの最終学校、母親の

　　　　希望　　　　　　　　（％）
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と
、
表
―
５
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
男
子
に
お
い
て
は
そ
の
九
割
、

女
子
に
お
い
て
も
五
割
に
当
る
母
親
が
、
大
学

ま
で
の
進
学
を
期
待
し
て
い
る
。
本
市
の
場
合

も
、
お
お
む
ね
こ
の
よ
う
な
志
向
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
「
教
科
学
習
に
関
す
る
子
ど
も
の

意
識
調
査
」
（
本
市
教
育
セ
ン
タ
ー
調
べ
）
に

お
け
る
、
子
ど
も
が
考
え
て
い
る
最
終
学
校

は
、
次
に
示
す
と
お
り
で
、
子
ど
も
と
母
親
の

考
え
に
、
微
妙
な
差
異
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
家
庭
学
習
に
お
け
る
母
親

の
指
導
力
に
つ
い
て
は
、
「
子
ど
も
の
勉
強
を

理
解
す
る
た
め
の
努
力
の
程
度
」
　
（
太
陽
神
戸

銀
行
調
べ
）
の
調
査
結
果
を
引
用
す
る
と
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
約
六
割
に
当
る

母
親
が
、
な
ん
ら
か
の
形
で
勉
強
し
て
い
る
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
学
年
段
階
が
進
む
に
つ
れ

て
積
極
的
に
努
力
す
る
も
の
が
減
少
し
、
逆

に
、
ほ
と
ん
ど
努
力
し
な
い
も
の
が
増
加
す

る
。
こ
の
こ
と
と
学
習
塾
へ
の
通
塾
率
と
の
間

に
は
表
裏
の
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
子
ど
も
の
塾
通
い
の
理
由
と
し
て
、

学
力
に
つ
い
て
の
不
安
を
挙
げ
る
母
親
が
多
い

け
れ
ど
も
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
に
実
施
し
た

基
礎
学
力
調
査
（
本
市
教
育
セ
ン
タ
ー
調
べ
）

の
結
果
を
み
る
と
、
国
語
に
お
け
る
読
み
・
書

き
、
算
数
・
数
学
に
お
け
る
計
算
の
基
礎
学
力

に
つ
い
て
は
、
共
に
、
わ
れ
わ
れ
の
期
待
度
を

上
廻
っ
て
お
り
、
巷
間
に
い
わ
れ
る
落
ち
こ
ぼ

れ
に
つ
い
て
も
、
特
に
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

・
と
き
ど
き

　
わ
か
ら
な
い
　
　
三
三
　
三
六
　
四
七

・
わ
か
ら
な
い
　
　
　
二
　
一
二
　
一
三

　
習
字
、
そ
ろ
ば
ん
、
音
楽
（
ピ
ア
ノ
な
ど
）

の
「
お
け
い
こ
」
の
通
塾
状
況
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

〈
小
学
生
全
休
で
〉

・
習
字
　
　
　
七
六
、
五
五
〇
人
（
三
〇
・
六
％
）

・
そ
ろ
ば
ん
　
三
五
、
七
一
二
人
（
一
四
・
三
％
）

・
音
楽
　
　
　
六
二
、
八
〇
〇
人
（
二
五
・
一
％
）

〈
中
学
生
全
休
で
〉

・
習
字
　
　
　
一
〇
、
四
四
二
人
（
一
一
・
〇
％
）

・
そ
ろ
ば
ん
　
　
六
、
七
一
四
人
（
　
七
・
一
％
）

・
音
楽
　
　
　
一
一
、
○
二
一
人
（
一
一
・
七
％
）

「
習
字
」
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
二
年
生
か
ら

通
塾
す
る
も
の
が
増
加
し
、
小
学
校
三
年
生
で

ピ
ー
ク
（
通
塾
率
三
九
・
四
％
）
に
達
し
、
以

後
減
少
し
て
、
中
学
校
三
年
生
で
は
、
全
休
の

七
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
そ
ろ
ば
ん
」
に
お
い
て
は
、
小
学
校
三
年
生

で
急
増
し
小
学
校
四
年
生
で
ピ
ー
ク
（
通
塾
率

二
五
・
六
％
）
、
以
後
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。

っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
時
期
に
、
学
校
で
、
そ

れ
ら
に
関
す
る
学
習
が
開
始
さ
れ
る
た
め
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
「
お
け
い
こ
」
全
般
に
わ
た
っ
て
、

女
子
の
通
塾
率
が
男
子
の
そ
れ
を
大
幅
に
上
廻

っ
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ー
セ
ソ
タ
ー
や
道
場
な
ど
で
、
水

泳
・
剣
道
を
習
っ
て
い
る
も
の
は
、
「
お
け
い

こ
」
と
比
べ
て
極
め
て
少
な
い
。

　
〈
小
学
生
全
休
で
〉

　
水
泳
＝
五
・
七
％
　
　
剣
道
＝
三
・
五
％

　
〈
中
学
生
全
休
で
〉

　
水
泳
＝
〇
・
六
％
　
　
剣
道
＝
一
・
六
％

　
そ
の
他
、
体
操
、
柔
道
に
つ
い
て
は
。
小
学

生
で
数
％
、
中
学
生
に
お
い
て
は
一
％
を
割
る

と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
な
お
、
中
学
生
の
通
塾
率
が
小
学
生
と
比
べ

て
低
い
の
は
、
学
校
で
の
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
に

参
加
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

通
塾
の
志
向
変
換

「
音
楽
」
に
お
い
て
は
就
学
以
前
か
ら
レ
ッ
ス

ン
を
受
け
て
い
る
も
の
が
多
く
、
小
学
校
二
年

生
で
最
高
（
通
塾
率
二
八
・
〇
％
）
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
小
学
校
の
二
・
三
・
四
年
生

に
、
「
お
け
い
こ
」
の
ラ
ッ
シ
ュ
現
象
が
起
こ

　
学
習
、
お
け
い
こ
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
通
塾

経
験
を
、
次
の
四
つ
の
マ
ー
ス
に
分
類
し
て
、

各
々
の
通
塾
率
を
求
め
て
み
た
。

　
・
教
科
学
習
　
　
　
　
学
習
塾
、
家
庭
教
師

　
・
技
能
的
お
け
い
こ
　
習
字
、
そ
ろ
ば
ん
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〈
今
後
特
別
な
指
導
が
必
要
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
語
算
数
・
数
学

小
学
生
（
六
年
）
　
　
一
〇
％
　
　
一
二
％

中
学
生
（
三
年
）
　
　
　
六
％
　
　
一
八
％

高
校
生
（
一
年
）
　
　
　
○
％
　
　
一
〇
％

　
ま
た
、
学
力
差
が
強
く
あ
ら
わ
れ
る
と
さ
れ

る
算
数
・
数
学
の
授
業
理
解
に
つ
い
て
も
、
子

ど
も
の
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
大
き

な
問
題
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。

〈
小
学
校
六
年
生
の
場
合
〉

最
終
学
校
　
　
　
　
男
子
　
　
　
女
子

高
校
　
　
　
　
　
　
一
三
％
　
　
一
七
％

各
種
学
校
等
　
　
　
　
三
％
　
　
　
四
％

高
専
・
短
大
　
　
　
　
二
％
　
　
一
七
％

大
学
　
　
　
　
　
　
四
七
％
　
　
二
九
％

未
定
　
　
　
　
　
　
三
五
％
　
　
三
三
％

（
単
位
は
％
）

〈
算
数
・
数
学
の
授
業
理
解
の
状
況
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
小
六
　
中
三
　
高
一

・
よ
く
わ
か
る
　
　
二
二
　
一
三
　
　
四

・
普
通
の
程
度
　
　
四
三
　
三
九
　
三
六

（
単
位
は
％
）

お
け
い
こ
塾
へ
の
通
塾
実
態

四

ス
ポ
ー
ツ
塾
へ
の
通
塾
状
況

〈
子
ど
も
の
勉
強
を
理
解
す
る
た
め
の
努
力
〉

積
極
的
に
や

っ
て
い
る

・
と
き
ど
き

・
ほ
と
ん
ど
や

　
ら
な
い

小
低

学
年

一
五

五
七

二
八

学小
年高

生中
　学

一
一
　
　
一
〇

五
二
　
四
一

三
七
　
四
九



　
・
趣
味
的
お
け
い
こ
　
音
楽
、
絵
画

　
・
ス
ポ
ー
ツ
　
　
　
　
水
泳
、
剣
道
な
ど

　
表
―
６
は
中
学
校
三
年
生
の
幼
児
期
か
ら
現

在
ま
で
の
各
コ
ー
ス
の
学
習
経
歴
を
示
し
た
も

の
で
、
通
塾
の
志
向
性
の
変
化
が
、
特
徴
的
に

表
わ
れ
て
い
る
。

　
通
塾
経
歴
を
通
観
し
て
、
小
学
校
・
低
学
年

に
お
い
て
は
、
「
学
習
」
に
関
す
る
面
よ
り
も
、

習
字
、
音
楽
、
そ
ろ
ば
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

技
能
、
趣
味
、
体
力
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る

父
母
の
考
え
が
み
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
小
学
校
・
高
学
年
以
上
に
な
る

と
、
学
習
の
質
・
量
の
増
加
、
ク
ラ
ブ
・
部
活

動
な
ど
に
よ
っ
て
、
時
間
的
、
精
神
的
に
制
約

や
負
担
が
あ
る
た
め
、
「
お
け
い
こ
」
、
「
ス

ポ
ー
ツ
」
に
関
し
て
の
通
塾
が
困
難
と
な
り
、

通
塾
を
停
止
し
た
り
、
「
学
習
」
に
関
す
る
通

塾
に
変
更
す
る
も
の
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
以
上
を
総
括
し
て
、
子
ど
も
の
塾
通
い
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
自
体
の
自
覚
・
希
望
・
意
欲

が
中
心
で
あ
っ
て
、
父
母
の
子
ど
も
に
対
す
る

期
待
や
要
望
は
、
そ
れ
に
従
属
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
塾
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

は
、
現
在
ま
で
に
す
で
に
で
つ
く
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

「
お
け
い
こ
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ
」
の
通
塾
に
つ

い
て
は
、
父
母
の
意
向
や
指
導
性
が
強
く
反
映

す
る
と
考
え
ら
れ
、
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て

の
方
向
性
や
具
体
性
が
は
っ
き
り
み
ら
れ
、
相

当
学
年
に
お
い
て
、
計
画
的
に
技
能
、
趣
味
、

一
般
教
養
な
ど
を
伸
ば
し
て
い
こ
う
と
す
る
傾

向
が
強
く
み
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
一
面
に
は
、
家
庭
教
育
を
塾
に
肩

が
わ
り
さ
せ
て
い
る
と
い
う
批
判
も
な
い
で
は

な
い
。

　
・
家
庭
教
育
費
（
通
学
に
要
す
る
経
費
）

　
　
通
学
用
品
費
、
学
用
品
費
、
通
学
費
な
ど

　
・
雑
費
（
こ
づ
か
い
な
ど
）

▽
特
別
教
育
費
（
学
校
外
学
習
に
要
す
る
費
用
）

　
・
学
習
塾
、
お
け
い
こ
塾
、
家
庭
教
師
な
ど

　
　
に
か
か
る
費
用

　
・
「
お
け
い
こ
塾
」
の
標
準
経
費
は
、
次
の
と

　
　
お
り
と
考
え
ら
れ
る
（
い
ず
れ
も
月
額
）
。

　
　
　
習
字
　
　
　
一
、
八
〇
〇
円

　
　
　
そ
ろ
ば
ん
　
一
、
五
〇
〇
円

　
　
　
ピ
ア
ノ
　
　
四
、
五
〇
〇
円

（
注
）
こ
こ
で
は
、
進
・
入
学
時
に
か
か
る
一

時
的
な
費
用
（
初
年
度
学
校
納
入
金
、
被
服

費
、
学
用
品
費
な
ど
）
や
教
育
資
金
の
積
立

「
子
ど
も
の
教
育
費
に
つ
い
て
の
母
親
調
査
」

（
東
海
銀
行
調
べ
）
の
結
果
を
参
考
に
し
て
、

幼
稚
園
児
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
を
も

つ
家
庭
で
、
公
・
私
立
別
に
、
月
額
一
人
当
り

支
出
し
て
い
る
家
計
負
担
の
教
育
費
に
つ
い
て

概
算
し
て
み
た
（
表
―
７
）
。

▽
経
常
教
育
費
（
必
要
経
費
）

　
　
・
学
校
教
育
費
（
学
校
へ
の
納
入
金
）

　
　
　
授
業
料
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
教
材
費
、
積
立

　
　
　
金
、
課
外
活
動
費
、
給
食
費
な
ど

父
母
負
担
の
子
ど
も
の
教
育
費

五

表－6　中学３年生の幼児期からの

　　　　通塾学習経歴　　　　　（％）

表―７　子ども1人にかかる教育費（月額）　　　　　　　　　　　　　　〔円〕
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金
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
な
お
、
こ
こ
で
挙
げ
た
数
字
は
、
調
査
費
目

の
平
均
値
を
標
準
と
し
て
、
ト
ー
タ
ル
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
支
出
額
の
上
限
は
明
確
で
な

い
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
立
校

と
私
立
校
の
「
通
常
経
費
」
に
つ
い
て
は
、
私

立
校
は
公
立
校
の
約
数
倍
で
あ
り
、
ま
た
年

々
、
格
差
が
拡
が
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　
教
育
の
ゆ
が
み
を
表
徴
す
る
と
い
わ
れ
る

「
子
ど
も
の
塾
通
い
」
に
つ
い
て
、
本
市
立
学

校
の
児
童
・
生
徒
の
態
様
を
中
心
と
し
て
、
本

市
の
学
校
教
育
に
お
け
る
教
育
事
情
を
述
べ

た
。

　
今
日
の
教
育
問
題
を
考
え
る
上
で
、
各
位
に

何
ら
か
の
参
考
に
資
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
〈
横
浜
市
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
室
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
導
主
事
〉
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